
健康と環境保健編 ２章

１ 環境への適応能力



今日の学習

季節によって気温が変化するのに，

私たちの体温がほぼ一定なのはなぜで

しょうか。また，気温が何度でも私た

ちは生活できるのでしょうか。ここで

は，環境の変化に対する体の働きにつ

いて学習しましょう。



キーワードは

適応

適応能力

熱中症

低体温症

キーワードに注意して学習を進めよう。



暑いときや，寒いときに，体に現れ

る変化を思い出し，記入してみま

しょう。



［例］

・汗をかく。

・顔が赤らむ。

・体がゆるむ。



［例］

・震える。

・鳥肌が立つ。

・体が緊張して硬くなる。



適応

適応能力

環境が変化したときにも，無意識のうち
に体内の状態を一定にする働き。

自律神経の働きによる。

適応する能力。







適応能力には限界がある。

熱中症

暑い環境に体が適応できなくなったとき
に起こる病気。

体温の上昇，目まい，頭痛，吐き気，け
いれん，意識障がいなど。





低体温症

寒い環境に体が適応できなくなって起こ
る病気。

体温の低下，意識消失など。



夏に自動車の中に残された乳幼児が

死亡する事故が起こることがありま

す。学習したことと右のグラフから，

その理由を考えてみましょう。



情意機能 社性

［ヒント］教科書側注①を読んでみよう。

［例］日なたに置いた車の中の温度は，時間とともにかなり

上昇する。適応能力が低い乳幼児は，それに適応できずに重

い熱中症になり死亡してしまうことがある。



まとめ

・体には、環境に対してある程度まで

適応能力ある。

・また、適応能力をこえた環境、健康
に影響を及ぼす場合がある。


